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ユークリッド空間上のフーリエ変換に関する公式を扱うことから始まった調和解析は、その後
Gel'fand, Helgason, Harish-Chandra, A油ur,Trombi，五guchi等により半単純＇）一群や対称空間上に拡張
され数学における中心的なテーマの一つになった。この拡張はフーリエ変換を関数のカシミール作
用素の臣有空関への分解と解釈することに基づいており、フーリエ変換とり一群の表現論との深い
結びつきを表しているc講和解析の基本的な問題の一つに関数空間のフーワエ変換による像を決定
するという問題がある。代表的なものはコンパクトな台を持つ滑らかな関数のフーワエ設を決定し
たPaley司Wiener定理で、あるが、関数空間としては他にも（LP－）急減少関数の空間などが考えられてお
号、一般にフーリエ像の決定期題誌Paley-Wiener型の定理と呼ばれている。例えばK"'-.GIKの場合、
Helgasonによって一部の未解決部分を残してPaley-Wiener定理が証明されたq この場合フーリエ逆
変換は帯球関数を掛けてPlanchereli~IJ震で、積分することによって与えられるが、帯球関数は特JJU な
群を除いて具体的に書くことができない。このためHarish-Chandra~こより開発された帯球関数の漸
近展開（Harish-Chandra展開）を用いることになる。この漸近展開の !J]項がHarish-Chandraのc関数で
Gindi主in-Karpelevicにより具体的に計算されているc また漸近展開の第二項以誇の係数の評髄は
Gangolliによち与えられ、 Gangolliはこの評倍式を用いてHelgasonによる K""'-GIKのPaley-Wiener定
理の未解決部分を解決した。我々は一般の半単純ワ一群で同様の開題を扱うために、一般の球関数
(Eisenstein讃分）に対してGangolli評価を拡張し、またSU(n,l）の場合でHarish-ChandraのC関数の具体
形を与えたむ
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第2章主定理
Gを半単純ワ一群とし、 G=KANをそのIwasawa分解とする。また他の記号はKnapp[2］に従うもの
とする。このときEisenstein積分辻
(l) E( v：ν：g) = I T1（κ（xk))v乃（k)-le(v-p)(H(xk))dk,(v E VM, vξa*,gεG), 
JK 
で与えられる。このEisenstein積分辻帯球関数で、Kの単位表現の代わりに任意の既約表現を考えたも
ので、主系列の表現の行列要素を与える。またEisenstein積分の漸近展開も帯球関数の場合と同様
の方法で、H訂ish-Chandraにより与えられており、 Harish-Ch組 dra震関と呼ばれている。
(2) hPE(v：ν：h) ＝乞争（Wt/:h)Cr付： ν）v,(v E VM, h EA+, 1,1 E T0), 
wεW(A) 
(3） 争（1，ノ： h)＝乞r入（ν－p)hv-p_ 
λεL 
Harish-Chandra展開はEisenstein積分がカシミール作用素の動径或分から導かれる徴分方程式を溝
たすことから得られたものであるが、この漸近畏開の初項の係数CrW：ν）がHarish-C註andraのC関
数で、高次の係数Fλはこの微分方程式から導かれるある漸化式により穎次決定される。一般の
Eisenstein積分の場合、この瀬化式の中にKの塁走約表現を含む項が現れるため、孫数の中にこの既約
表現からくる極が現れることになる。 Helgason,Johnson, Arthur, Trombi等は独立に漸近展開の係数
にこの極を打ち清すような多項式を掛けることにより係数の一つの評舗を与え、その評価をPaley-
Wiener型の定理の証明の中で患いたO しかし彼らの評倍は漸近震関の係数に多項式を掛けたものが
指数増大度で押さえられることを示しており、 Gangolliが帯球関数の場合に与えた評価より粗い評
錨となっている。我々はGangolliが行った方法をEisenstein積分の場合に改良することによって、 K
の既約表現からくる極を打ち消す多項式針転近展開の係数に掛けたものが、次のように多項式増大
度で押さえられることを示した。
定理1 ある多項式P,1ヤ），(AεL）とD,d1>0が存在して、すべての νERに対して次が或り立つ。
は） lEない）rλ（ν－p)l ~ D(l + Iν｜÷－ m（入） 2dm（入）d1.
この定理によりHelgasonによるG/KのPaley-Wiener定理の簡単な別証明を得ることができる。また
1喝rombiによる階数1の半単純リ一群のK有誤なLP
別言正暁も得られている O
Harish-ChandraのC関数はぬiappとSteinにより開発された主系列の表現の関のintertwining作用素と
も関連し、主系列以外の表現の主系列の表現の中への埋め込みを与えることができるので、リ一群
の表現論の中で重要な位量を占めるものである。 Harish-ChandraのC関数の計算は措数lのリ一群
の場合に帰着できることが知られており、 SU(n,1）の場合での具体形を得ることが重要である。
我々の方法は主系列表現の無限小作用素を具体的に計算することにより、 Harish-ChandraのC関数
の漸化式を作成することに抜るものであるむ SU(n,l）の耳arish-ChandraのC関数の具体形は次で与え
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られる。
定理2μ EDMを最高ウエイトにもつ既約表現のと AξDKを最高ウエイトにもつ既約表現引に対
して、｛τλ：σμ］宇Gであれば、 SUρi,l）のHarish-ChandraのC関数は次で与えられる。
(5) 
｛η－ 1)!2-v+nqv) ]: r （守出十j一的）)J: r （呼出－j切）
CTλ（σμ：り＝ n , J 相
互 r（~十j － λj)j~1r（~－i 十 1 十～）
Cohnはー殺にHarish-ChandraのC関数の行列式がガンマ関数の護商で書けることを示し、その零
点はKの表現の最高ウエイトの有理数係数の線形和で書けるということを予想したc 我々は零点の
具体的表示を得ることによって、この予想定fSU(n,l）の場合に正しいことを示したO また[l］により
Spin (n,l）のHarish-Chand陪のC関数の具体形も得られており、これより次の系を得る。
系 1Cohn予想、はSU(p,q）で正しい。
またHarish-ChandraのC関数の具体形を用いて、 SU(n,l）のすべての既約ユニタワ表現を内積も
含めて具体的に実現することができる G 更にKraljevicの結果を用いて、 SU(n,l）のすべての離散系
列の表現の主系列の表現の中での埋め込みを実現した。
第3章 離散系列の分解
主定理の応用として、離散系列の表現の埋め込みを用いて、 SU(n,l）の正期離散系列と反正期離
散系列の表現をU(n-l,l）に制捜したときの既約分解を与えることができる。これらの結果は
Martensによって得られているが、我々の証明は正爵離散系列と反正問離散系列の表現のKスペクト
ルの構造のみを用いており、不変部分空間を具体的に実現できる利点がある。我々の証明は離散系
列の表現をU(n-l,l）の橿大コンパクト部分群に制限したときの表現空間の分解を与えたのち、
U (n-1，りのCartan分解のベクタ一部分の作用で不変な蔀分空間を講成するもので、 Johnson,Wallach 
がクラス lの表現の組成列を決定した方法の拡張である。 AをHarish-Chandraパラメータとする離
散系列の表現を（πA,VA）で、表すことにする。
定理3 SU (n,l）の正則離散系列と反正則離散系列の表現をU(n-1,1）に鵠限したときの既約分解は
次で与えられる。（cf.[l]) 
(1）正期離散系列の場合。
九＝乞 V(f,/3)+ 
Zモst
9モ三S棉
ε 
εs; 
βεSm 
lβ12:1入ml-£
V(f1β）． 
ここでvu,(3）のBlattnerパラメー タは（ー －（n÷1)e , f3）である。
(2）正則離散系列の場合。
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VA= L W(l，β）÷ 
tεst 
βεSm 
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乞 W(l,{3). 
ees; 
βεSm 
｜β121λml-l 
ここでWU，仰のBlattnerパラメー タは〈一（n+l)f,/3）である。
我々の方法では離散系列のKスベクトルの講造と主系列の表現の無限小作用素のみを尾いている
ので、正賠離散系列と反正期離散系列の表現以外の表現、例えば非正期離散系列の表現や非退化な
離散系列の極課をU(n-1,1）に制捜したときの既約分解などにも適志可能である。非退化な離散系列
の種援の場合はVargasにより同議の既約分解が得られているが、不変部分空間の具隼形は得られて
いない。また非正賠離散系列の表現の場合は n=2の場合にのみXieにより不変部分空間の具体形が
構成されている。我々の結果によりこれらの結果をSU(n,l）の場合に拡張することができる。
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